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取り上げられている作品は、『薄雪物語J のほか、『はちかづき j r浮世物語j r和歌威徳物語』といったそれぞれ性格
の異なる物語であり、かつそれらはこのジャンルの代表的作品ともいえるものである。つまり個々の作品を掘り下げ
ることにより、中世、近世小説の全体に迫ろうとしている。
最近、中世、近世小説の諸本が博捜されているが、内容が単純なものであるだけに作品論は多くはない。その中で、
著者は、真っ向から作品に向かい、草子の中に深い思想、性を見ようとする。また、大衆化されたこれらの物語は、お
びただしい数の諸本を生んでいるが、著者は、その一つ一つにあたり、諸本研究にいちじるしい成果をあげることが
できた。その労作を背景にした作品への深い読みは、高く評価されるべきであり、また本文や挿し絵に関する新見解
は多く首肯される。挿し絵と本文とのかかわりは、今日さまざまな作品で試みられるようになっているが、『薄雪物語』
でも詳細な分析を通じて、貴重な成果を得ることができた。
しかし、本論文は各論の考証にとどまりがちで、中世、近世小説としての全体論への論究にやや欠ける点が、もっ
とも大きな問題点であろう。中世・近世初期は、膨大な作品が生み出され、それにともない伝本の数の多さもあって、
どうしても各作品論に傾きがちなのが現在の研究状況であるが、そのあたりもうすこし積極的に文学史への構築を展
開してもよかったのではないかと判断する。いずれは、中世、近世小説全体としてとらえなおし、叙述し、文学史上
に確たる位置づけをすることが、申請者に残された大きな課題でもあろう。
以上、問題点は含んでいるが、中世、近世小説を、調査分類という労作の上に立って、さらに新たな視点、で読み込
み、文学的価値を与えた、本論文の意義は認められるべきであろう。よって、本研究科委員会は、本論文を博士(文
学)の学位にふさわしい価値を有するものと認定する。
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